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テーマ 

 

人工知能やビックデータの解析技能の

発展に伴い、近い将来、人工知能による

診断率は専門医を超えると考えられて

いる。治療についても同様のことが言え

る。仮に医学的な判断や施術の多くを機

械に委ねることが可能になった場合、医

師は不要になるだろうか、それとも必要

であろうか。不要になるならばその理由

を、必要であるならば、医師に残される

具体的な専門性は何であるかを述べよ。 

 

なお，８００字以内とします。 
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（注）答案は横書きとする。 
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